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研究概要：	
 

１	
 背景と目的	
 

	
 大槌町の被害の特徴のひとつに，役場の人的

被害が挙げられる．町長や多くの役場職員が津

波によって亡くなられた．そのため，行政機能

に過度の負担がかかり，復興への道筋を示すこ

とが非常に難航していた．岩手県内でも深刻な

被害をうけ，廃墟と化した市街地中心部では，

商店はおろか，夜になっても灯り一つ灯らない

状況のまま，70日余りが過ぎていた．	
 

	
 こうした状況に対し，我々のチームでは，大

きく以下の２点について目的を設定し，調査活

動を進めていった．	
 

	
 

１）住民のための「場づくり」	
 

第一に，まずは住民の方々が単純に元気にな

るような，希望が持てるような場を創出すべき

だと考えた．また，住民が集まって未来を語り

合える場が必要ではないかと考えた．そのため，

これらの場を創出するために必要な調査を行

うことを目的とした．	
 

	
 

２）地区コミュニティのまちづくり支援	
 

また並行して，被災状況や避難の実態，地域

生活や生業等に関する被災前後の状況につい

て，地区スケールで把握し，地域コミュニティ

と生活空間の復元・再構築のあり方を探ること

を目的とした．	
 

	
 	
 

	
 なお，本調査と時を同じくして，大槌町内で

は「ゆいっこ大槌」という住民組織が立ち上が

った．町内のコミュニティを丹念に周り，今後

のまちづくりについて住民同士で議論をする

「大槌復興まちづくり住民会議」の開催を計

画・実施していた．そのため，我々は「ゆいっ

こ大槌」とコミュニケーションをとりながら，

協力をいただきながら調査を進めた．	
 

	
 

	
 



２	
 調査活動１：住民のための「場づくり」	
 

	
 

２－１	
 被災地の現況調査と敷地選定	
 

（１）資料の収集・整理	
 

大槌町の被災状況等について，各種資料を収

集・整理を行った．	
 

	
 

（２）敷地選定	
 

大槌町の市街地について，全域的に現地踏査

を行い，被災状況の目視確認を行った．また，

目的とした“住民のための場”の設営候補地を

探索した．	
 

その結果，小鎚神社前（上町地区（市街地中

心部））のスペースが有力候補として挙がった．

この場所は，市街地のへそとも言える位置であ

り，祭の神輿ルートにおいても要所である． 
最終的には，地元住民のネットワークにより，

私有地の所有者が無償で土地を提供してくれる

こととなり，ここを会場とすることに決定した． 
 

	
 

写真1	
 選定された敷地（小鎚神社前） 
	
 

２－２	
 関係者へのヒアリング調査	
 

（１）大槌漁協（6月 2日）	
 

以下の内容についてヒアリングを行った．	
 

(a)大槌の漁業に関する基本的な情報	
 

(b)震災後の状況	
 

(c)青年部について	
 

(d)復興に向けて	
 

(e)去年のチリ地震について	
 

	
 

（２）大槌商工会（6月 2日）	
 

以下の内容についてヒアリングを行った．	
 

	
 (a)商工会の活動について	
 

	
 (b)商工会青年部について	
 

	
 (c)マストについて	
 

	
 (d)吉里吉里について	
 

	
 (e)本プロジェクトについて	
 

	
 

（３）大槌漁協青年部（6月 7日）	
 

以下の内容についてヒアリングを行った．	
 

(a)青年部の活動について	
 

(b)青年部の構成員について	
 

(c)今年の漁業について	
 

(d)船の共同利用について	
 

(e)現在，困っていること	
 

(f)居住地について	
 

(g)流通の仕組みについて	
 

	
 

２－３	
 具体的なアクションの検討：屋台広場	
 

（１）企画主旨	
 

目的の“住民のための場”として，屋台広場

が適切ではないかと考えた．住民が集まって議

論したり飲んだりできる居場所をつくり，復興

へ向けた希望の灯りをともすことが出来るので

はないか．	
 

本案をゆいっこ大槌のメンバーに紹介・相談

をした結果，具体的に屋台営業を希望する人が

見つかり，実現に向けて本格稼働することとな

った．	
 

まずは，小鎚神社前にて復興一号（鉄板焼

き）・二号屋台（串もの）からはじめる．復興三

号，復興四号・・・と拡充していき，屋台広場

を形成することを目標とした．	
 

また，商業者だけではなく，復興を願うすべ

ての町民のための屋台となるように，屋台プロ

ジェクト全体をコミュニティにオープンにしな

がら進めていくこととした．	
 

また，願わくば，各コミュニティに小さな居

場所が出来てくると良いと考えられる．大槌全

体のための大きな居場所（小鎚神社）とコミュ

ニティごとの小さな居場所という役割分担が今

後の課題となった．	
 

	
 

（２）屋台と広場のデザイン	
 

協力者として，我々東大大槌復興支援チーム

の他に，デザイナーの南雲勝志氏（ナグモデザ

イン事務所代表，ヤタダラ）に屋台デザインを

お願いした．	
 



屋台は，住民だけで移動がしやすいよう，軽

トラックの荷台に収まるサイズとした．また，

今後，増設しやすくするために，ごく単純な構

造かつ簡素な加工で済むように配慮したデザイ

ンとした．	
 

なお，地元住民と打合せを持ちながら企画詳

細およびデザイン案を詰めていった．	
 

以下，南雲氏による屋台デザインの図面等を

示す．	
 

	
 

	
 

図1	
 屋台広場将来イメージ	
 

	
 

	
 

	
 
図2	
 全体構成	
 

	
 

	
 

写真2	
 模型	
 

	
 

（３）材料・製作	
 

会場敷地は小鎚神社前の土地所有者から無償

提供をしていただくことになった．	
 

最大の難所と思われた木材の手配も，地元住

民同士の横の繋がりにより，大槌町の上田製材

所が無償提供を申し出てくださった．上田製材

所は，木材のみならず，その加工や作業場提供，

加工機械の提供など多くの協力をされた．	
 

足りない工具は，南雲氏が主宰する「日本全

国スギダラケ倶楽部」より寄付があった．	
 

製作作業は，大槌の大工数名，東京大学大槌

復興支援チームの有志や南雲氏，地元住民有志，

さらに作業日に福岡から来ていたボランティア

によって行った．	
 

	
 

	
 
写真3	
 打合せ風景（安渡小学校にて）	
 

	
 

	
 

写真4	
 鉋がけ（上田製材所にて）	
 

	
 

 
写真5	
 組み上げ	
 



会場敷地に敷設する砕石は，地元建設会社か

ら無償提供をいただいた．また，別の地元工務

店により，敷設作業の協力があった．	
 

その他，発電機やLPガスなどの備品も，地元

住民の繋がりによりそれぞれ集まった．	
 

以上のように，地元住民の「繋がり」を中心

とした協力の輪によって実現まで漕ぎつけるこ

とが出来たことが本プロジェクトの大きな特徴

であると言える．	
 

 
（４）成果	
 

7月23日，24日午前中に集中的に作業を行い，

屋台2基と小屋2基，テーブル2基，ベンチ4

基を製作し，24日夕刻より屋台営業が開始した．	
 

町内への告知時期がずれ込み，前日の23日に

なってしまったため，初日の来場者は必ずしも

多くなかったが，最寄りの避難所であった中央

公民館から訪れた方，家族で訪れた方々，本プ

ロジェクトの協力者の方々など少しずつ住民が

集まってきた．	
 

なお，24日以後も，住民が集まることが出来

る場として機能していたことが各種メディアで

報道されている．	
 

 
写真6	
 屋台等の配置 
	
 

	
 

写真7	
 屋台広場	
 

３	
 調査活動２：赤浜地区のまちづくり支援	
 

	
 

３－１	
 調査活動の背景と視点	
 

被災地の復興を具体的に進めていく上では，

地域コミュニティの生活や生業の実情，集落空

間の構造，地形条件や歴史的背景といった，地

域に応じた個別具体的な情報を読み込んでいく

必要がある．大槌町の沿岸部も，大槌，小鎚，

安渡，赤浜，吉里吉里，浪板といった，古くか

らの集落を基礎とするいくつかの地区のまとま

りから成り，現在もそれぞれコミュニティとし

ての一体感を維持している．	
 

被災前から人口流出が進み，まちの活力が失

われつつあった大槌町では，今回の震災で被災

前人口（約１万 5千人）の 1割以上が死亡また

は行方不明となり，職場も失われる中で，町外，

県外への避難も進み，また入居する仮設住宅も

散在するなど，かつての地域コミュニティを維

持・回復する上できわめて厳しい現実がある．	
 

こうした状況を踏まえても，「地区スケール」

の実態把握を丹念に行うとともに，復興まちづ

くりに向けたコミュニティの意識醸成を図るこ

とが，現実的で実効性のある復興を実現する上

で有効であると考えた．	
 

	
 

３－２	
 赤浜地区について	
 

前述のように，大槌町の被災エリアには，そ

れぞれ条件の異なるいくつかの地区が含まれる

が，今回は具体的な調査・活動手法や復興まち

づくりのあり方を，赤浜地区を対象に探ること

とした．この地区で取り組むこととした理由と

して，大きく以下の３点が挙げられる．	
 

	
 

１）	
 1973 年に東京大学海洋研究所・大槌臨海研

究センター（現大気海洋研究所・国際沿岸海

洋研究センター）が立地して以来，長らく大

学と赤浜地区との関係が築かれていること．

（なお５月上旬に被災後初めて現地を訪れ

た際，ご案内いただいた技術職員の黒沢氏が

赤浜在住であり，地元住民の状況を具体的に

ご教示いただいたことも，当地区に関わる具

体的な契機となった．）	
 

２）	
 大槌町の基幹産業である漁業を生業とす

る集落であり，１つの小学校を有するまとま

りあるコミュニティ単位が存在すること．な



お赤浜地区の結束力の強さは，被災後の孤立

状態の中で,道路を塞ぐがれきを住民の力で

撤去するといった行動にも示されている。	
 

３）	
 集落奥の高台・傾斜地に，津波による被災

を免れた一定の居住地が残存していること．	
 

	
 

図 3	
 赤浜地区の位置（日本地理学会，津波被

災マップ[速報]に筆者加筆）	
 

	
 

３－３	
 現地調査	
 

（１）空間調査	
 

赤浜地区の被災状況や空間構成等を把握する

ため，主に以下の内容について、現地において

での調査を行った．	
 

・	
 地区の地形条件と，津波による浸水・火災

の被害範囲	
 

・	
 仮設住宅の建設位置，戸数	
 

・	
 高台の可住地の広がり，吉里吉里地区・安

渡地区への避難路	
 

・	
 地域住民のたまり場，社寺，学校等の公共

空間の立地と被災状況	
 

また，過去の地形図（1916 年，1952 年,1974

年）を入手し，かつての集落の空間構成と，そ

の変遷についても把握した．	
 

	
 

写真8	
 被災後の赤浜地区中心部	
 

	
 

写真 9	
 被災時にも避難路として機能した、安

渡地区と赤浜地区をつなぐ林道	
 

	
 

写真10	
 高台で建設が進む仮設住宅	
 

	
 

	
 

図4	
 1916 年の赤浜付近の５万分の１地形図	
 

	
 

（２）ヒアリング調査	
 

被災や避難の実態，現在の被災者の動向，被

災前の地域の様子，お祭り等の行事，漁業の実

情や復興に向けた動き，地域の復興への思いな

どについて，現地の状況に配慮しながら，可能

な範囲で住民の方々にヒアリングを行った．	
 

	
 



①	
 赤浜漁師さんへのヒアリング	
 

日時：５月１８日（本調査期間以前のプレ

調査），場所：海洋研究所横の駐車場	
 

②	
 赤浜公民館長・神田氏ヒアリング	
 

日時：６月１５日，場所：赤浜小学校	
 

③	
 赤浜三丁目に避難された住民へのヒアリン

グ	
 

日時：同上，場所：赤浜三丁目広場	
 

④	
 赤浜地区住民等へのヒアリング	
 

日時：６月１７日，場所：赤浜地区内（同

日に行われた町役場による赤浜住民懇談会

にも参加．）	
 

⑤	
 赤浜小学校PTA中村氏ほかへのヒアリング	
 

日時：７月４日，場所：赤浜小学校	
 

⑥	
 赤浜地区,植山氏,古館氏へのヒアリング	
 

日時：７月２３日,場所：赤浜・植山氏のご

自宅	
 

	
 

	
 
写真11	
 赤浜三丁目でのヒアリングの様子	
 

	
 

写真 12	
 物資配給の呼びかけに集まる避難者

の方々：赤浜三丁目広場は，共同の井戸・水場

を中心に，避難してきた住民などの語らいの場

になっている．	
 

	
 

（３）その他のヒアリングなど	
 

①	
 宮城県南三陸町で実施された「番屋プロジェ

クト」の現地視察とヒアリング（５月２８日̶

２９日）：同町志津川地区で漁業を営む宮城

大の学生の実家が被災したのをきっかけに，

漁業再開に向けた動きが進められる中で，宮

城大学を中心とする建築系の大学研究室や工

務店・職人らによるチームで，漁業者の会合

に使われる仮番屋の設計・施工を実現したプ

ロジェクト．	
 

②	
 NPO 法人遠野まごころネット・臼澤氏へのヒ

アリング（６月１２日，１４日）：同 NPO が

被災者の交流の場として運営する「まごころ

広場うすざわ」の取り組みについてヒアリン

グを実施．	
 

	
 

３－４	
 調査を通じて：復興まちづくりへの要点	
 

これまでの現地調査・ヒアリングを通して見

えてきた，赤浜地区の復興まちづくりに向けて

考慮すべき要点を，以下に整理する．	
 

	
 

（１）居住地のまとまりの確保	
 

赤浜地区も津波により集落の中心部が被災し

たが，赤浜小学校裏や，岩手県交通赤浜停留所

付近，赤浜三丁目の高台住宅地など，中心部を

取り巻くように，被災を免れた一定のエリアが

存在する．またそれぞれのエリアに，赤浜小学

校，旧赤浜児童館，赤浜三丁目広場など，地区

住民の避難所やたまり場となっている場所が存

在する．付近では既に仮設住宅の建設も進めら

れているが，地区の復興には，これらのエリア

を核としながら，津波からの安全性が担保され

ることを前提に，必要な居住地を確保し，地区

のまとまりを維持することが求められる．	
 

一方で,浸水したエリアに対して，居住機能以

外の相応しい土地利用のあり方を考える必要が

ある．	
 

（２）赤浜小学校の活用	
 

赤浜小学校は津波により小学校体育館のステ

ージ近くまで浸水したが，その後は避難所とし

て機能し，グランドは住民らのたまり場となっ

てきた．小学校の統合により廃校となることが

決定しているが，敷地は入口付近の要地にあり，

跡地を何らかのコミュニティの拠点として有効

に利用できる可能性がある．	
 



（３）生活軸としての旧街道と周辺への避難路	
 

赤浜地区を貫く旧街道（県道吉里吉里釜石線）

は，古くから集落の骨格であるとともに，今も

安渡と吉里吉里を結ぶ重要な生活道路である．

また赤浜小学校の裏手から山間を通って安渡地

区へ至る林道は，被災直後の助命動線として実

際に使われており，これらの避難路としての位

置づけも再確認する必要がある．	
 

	
 

写真13	
 民宿の上に乗った遊覧船「はまゆり」	
 

	
 

（４）被災の記憶の継承	
 

津波により，赤浜地区内の民宿の上に乗り上

げた観光船「はまゆり」の姿は，国内外に大き

く報道された．これは地域住民にとっても被災

を象徴するものとなっており，こうした被災の

記憶を，より望ましい形で受け継ぐ手法を考え

る必要がある．	
 

	
 

（５）漁業の復興	
 

赤浜は，漁船漁業とともに，ワカメの養殖が

盛んな地であったが，若手を中心に、ワカメの

養殖を共同で再開する動きが進められている．

こうした動きを本格的な復興へとつなげるため，

船だまりや作業場，加工場所，流通等の環境整

備が求められる．また震災後の早い段階から，

赤浜で被災した岩手造船が作業場を仮復旧し，

漁協の船の修理を請け負っている．こうした動

きをうまく束ねながら，漁港・護岸施設の復興

を進めて行く必要がある．	
 

（６）コミュニティのつながりの継承	
 

赤浜地区の被災者が，必ずしも地区内に建設
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図 5	
 赤浜地区の被災状況と仮設住宅 



される仮設住宅に入居できない場合もあり，避

難所の解消後は地区住民のさらなる散逸も懸念

される．地区住民を今後の復興に向けてつなぎ

とめる上でも，コミュニティの定常的な場づく

りが求められる．	
 

なお既存の地区住民の活動として，自主防災

組織の取り組みのほか，八幡宮では３年に 1回

のお祭りが行われ，郷土芸能である虎舞などが

演じられる．また赤浜三丁目広場のように，自

主的に共助の場づくりも行われている．こうし

た下地を踏まえつつ，コミュニティ組織の再構

築のあり方を考える必要がある．	
 

（７）東京大学大気海洋研究所との連携	
 

赤浜地区に立地する東大海洋研・国際沿岸海

洋研究センターは，海の日における施設の一般

公開など，これまでも地区住民との間に一定の

関係を築いてきている．こうした関係をより発

展させ，今後の再建に向けた立地や，地域に開

放可能な施設機能のあり方など，地元との連携

関係を構築することで，地域の復興に重要な役

割を果たし得る．	
 

	
 

３－５	
 プラン策定に向けた展開	
 

（１）住民主体のプランづくりの動き	
 

ヒアリングの過程で，赤浜小 PTA の中村氏を

中心に，住民自らの手で復興プランづくりを進

めたいという意向が示された．その後７月下旬

に，住民有志が集まって，住宅地図上に将来像

を描く作業が行われ，８月半ばには「赤浜の復

興を考える会」が立ち上げられた。当チームで

は住民側の案を踏まえて,より専門的な見地か

らプランの内容をとりまとめ，再び住民側に提

示するといったやり取りを継続している。	
 

以下は，こうして整理された赤浜復興まちづ

くりプラン（案）の概略である。	
 

１）将来像	
 

大きな将来像として「海の豊かさを享受しな

がら，穏やかに住み継ぐまち」を掲げ,海と共生

しながら安心して住み続けられるまちとして復

興させることを提唱している．	
 

２）土地利用の考え方	
 

津波に際しての防潮堤の限界と，海への視界

の確保の重要性を踏まえ,通常の高波を受け止

める単体の防潮堤（第一次防災ライン）だけで

なく，盛り土等による高台化と土地利用を組み

合わせて（第二次防災ライン），東日本大震災

と同等の津波でも被災しないまちにする．	
 

土地は，危険度をふまえて四段階に分ける．	
 

Ａ.	
 堤防よりも海側：住まない．	
 

Ｂ.	
 海岸沿い等の危険度の高いところ：住まな

い．海浜等に戻す，漁業関連施設，農地	
 

Ｃ.	
 盛り土等によって危険度を下げたところ：

基本的に住まない．産業，店舗，公園，農地，

集合住宅	
 

Ｄ.	
 今回の震災でも津波の被害を受けなかった

ところ：住む．従来通り，戸建て住宅地とし，

軽微な造成で利用可能なところの宅地化を進

める．	
 

A と B の間：第一次防災ライン：通常の高波を

とめる堤防	
 

B と C の間：第二次防災ライン：東日本大震災

と同等の津波からも財産を守る堤防や地形	
 

盛り土等によって危険度を下げることは，完

成までに費用と時間がかかるだけでなく，完成

後にも維持管理が必要であり，好ましくはない。

しかし海側 ABと高台 Dが分断しないように，C

エリアは人の気配のある空間にする．	
 

３）二段階のまちづくり	
 

	
 復興まちづくりにおいては，流動的な条件や

要素が非常に多い．すべてを決め切ってから着

手するまちづくりではなく，基本的な考え方や

まちの骨格までを合意して，すぐに取り組める

ことや取り組むべきことをはじめる．優先順位

の高いものから実践する第一段階，いわば仮

設・復興段階の時期のうちに，本設としてのま

ちのあり方について議論を深めていく．	
 

	
 そして第二段階として，本格復興を実践して

いく．柔軟に状況に対応することで，過剰な設

備投資等を防ぐことができる．	
 

４）プランの内容（骨子）	
 

①安心の住まい	
 

	
 今回と同じ津波が来ても，逃げる必要のない

住宅にする．非浸水エリアでの戸建て住宅と，

盛り土等により地盤高を確保したエリアでの集

合住宅．	
 

②助命ネットワーク	
 

	
 万が一のときに，容易に避難しやすい都市構

造としたうえで，安全化を図る旧街道を中心軸

として様々な避難路をもうける．また，避難し

たところから周辺集落へ道路をつないでおく．
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図6	
 赤浜復興まちづくりプラン（案）：仮設復興段階	
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図7	
 赤浜復興まちづくりプラン（案）：本格復興段階



③鎮魂と学びの場	
 

多くの方が亡くなった悲しみを分かち合うた

めの鎮魂の公園をつくる．国際沿岸海洋研究セ

ンターとも連携し，三陸の海を学ぶとともに，

国際的に報道された「はまゆり」に象徴される

被災の記憶を語り継ぐ場とする．	
 

④自立した生活圏	
 

地域の住民がたとえ孤立しても命をつないで

いける自立したエネルギー源（電気、水、食料）

を確保する．太陽光パネルや蓄電池,井戸の確保,

農地や備蓄倉庫等を充実させるとともに，こう

した防災機能を有し，日常的に人々が集う広場

を設ける．	
 

⑤創造的な漁業	
 

漁港や漁業関連施設の復興は,通常の市街地

よりもさらに調整に困難が生じがちであるが，

第一段階として，とにかく漁が再開できるよう，

県や漁協の補助を待たずにできることを進める．

第二段階では，積極的に新たな人材を受け入れ,

この地で採れる魚介類の価値を高められるよう

な創造的な漁業を展開する。	
 

	
 

（２）今後に向けて	
 

８月下旬に新町長が選出されたのを受け，大

槌町でも，ようやく本格的な復興計画策定に向

けて動きはじめている．「赤浜の復興を考える

会」では，近いうちに住民側の最終的な案を取

りまとめ，町に提出する意向を示しているが，

住民主体による検討内容が，町の正式な復興計

画の中にしっかりと反映されることが望まれる。	
 

また一方では，他地区の復興まちづくりに向

けた調査活動，手法への適用可能性についても，

検討を進める必要がある．	
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